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大洗研究所ナトリウム分析室（管理区域）の火災（発生日：2020年 9月 10日） 

に係る原因調査の現状について 

 

2020年 11月 12日 

日本原子力研究開発機構 

大洗研究所 高速実験炉部 

 

【直接的な原因】 

製造メーカーが行った電磁接触器の分解調査より、非常系側給電ラインの 1相の電源端子と

負荷側の 1相の電源端子固定ネジの間にトラッキングの痕跡が確認された。電磁接触器の火災

の直接的な原因は、当該電磁接触器において、長期間の使用により、絶縁抵抗の劣化が進む中

で、電源供給が非常系から商用系に切り替わったタイミングで、非常系側給電ラインの 1相の

電源端子と負荷側の 1相の電源端子固定ネジの間に電位差が生じ、トラッキングを原因とする

漏電が発生したことと判断している。 

    図 1：電磁接触器の内的要因による火災に係る故障解析表（FTA） 

図 2：電磁接触器が火災に至るまでの流れ 

 

   ＜電磁接触器の上流に位置するＮＦＢのトリップの原因に係る検討：図 3参照＞ 

・ ナトリウム分析室における夜間の電力消費量は、事象発生日の直近（前日：9月 9

日 0時～7時）で 24～29kWh程度である。 

・ 一方、9月 9日の夜間にあっては、17時～18時に 27 kWhの電力消費量が記録さ

れているものの、18時以降の電力消費量は 20～21kWh程度であった。 

・ 大洗研究所周辺では、9月 9日 18時 3分に落雷が確認されており、電磁接触器の

上流に位置するＮＦＢのトリップの原因は、雷であると推定される。 

 

【トラッキングによる漏電の発生の原因（保守管理に関する要因）】 

製造メーカーの取扱説明書の電磁接触器保守点検要項では、以下を交換推奨時期の目安とし

ている（図 4参照）。 

・ 動作回数が規格に定める規定回数（25万回）を超えた場合 

・ 使用開始後 10年を経過した場合 

火災の発生した電磁接触器の動作回数は、数回/年であり、保守的に想定しても、規定回数

（25万回）を十分に下回るが、使用開始後約 34年が経過しており、交換推奨時期を大幅に超

過したものを使用していたため、トラッキングによる漏電が発生したと判断している。 

また、トラッキングが発生した部分の外観目視には、電磁接触器を分解する必要があり、供

用状態で、当該異常を発見することは困難である。また、製造メーカーより、同種の事象が発

生した例はないとの見解を得ているが、一方で、電磁接触器の構造から、負荷を停止した上で、

給電ラインの電源端子と負荷側の電源端子の間の絶縁抵抗を測定することで、その劣化の兆候

を発見できた可能性があるため、電気工作物保安規程に基づく 1回/年の点検において、給電

ラインの電源端子と負荷側の電源端子の間の絶縁抵抗を対象としなかったことが、間接的な原

因に該当すると判断した。 
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メーカー分解調査において、配線の緩みはなかった。

切替直前まで、負荷は正常に運転しており、異常はなかった。また、外観目視により、異常等がな
いことを確認している。

メーカー分解調査において、非常系側給電ラインの1相の電源端子と負荷側の1相の電源端子固
定ネジの間にトラッキングの痕跡を確認した。経年により、絶縁抵抗劣化が徐々に進行する中で、
非常系から商用系への切替をきっかけに、トラッキングが発達し、火災に至ったものと推定される。

切替直前まで、負荷は正常に運転しており、異常はなかった。また、外観目視により、異常等がな
いことを確認している。また、メーカー分解調査において、溶着の痕跡はなかった。

切替直前まで、負荷は正常に運転しており、異常はなかった。また、外観目視により、異常等がな
いことを確認している。また、メーカー分解調査において、溶着の痕跡はなかった。

切替直前まで、負荷は正常に運転しており、異常はなかった。また、外観目視により、異常等がな
いことを確認している。また、メーカー分解調査において、溶着の痕跡はなかった。

切替直前まで、負荷は正常に運転しており、異常はなかった。また、外観目視により、異常等がな
いことを確認している。また、メーカー分解調査において、溶着の痕跡はなかった。

メーカー分解調査において、部品構成に不備はなかった。

メーカー分解調査において、一部溶断・溶損が生じているが、火災による二次的な影響であり、問
題となる変形・断線はなかった。
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図 1 電磁接触器の内的要因による火災に係る故障解析表（FTA） 
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図 2 電磁接触器が火災に至るまでの流れ 
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電磁接触器の分解調査写真等 
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分解調査写真 
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接点の詳細調査写真 
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トラッキング発生部の調査写真 

 

 

 


